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一般会計の決算状況など
令和４ （ 2 0 2 2 ） 年度

ID 1 03 47 7 2　 ■問 財政課☎ 64 8 9 ー 6 15 7 ■FA X 6 4 89 ー 67 93

2 2 7 2 億4 6 0 0 万円（ 前年度比5 0 億6 2 0 0 万円減 ）

う ち 、 下半期： 1 2 8 9 億4 8 0 0 万円

市民1 人当たり の年間収入額は5 0 万円

2 2 4 2 億10 0 0 万円（ 前年度比4 6 億3 0 0 万円減 ））

う ち 、 下半期： 1 4 0 7 億3 2 0 0 万円

市民1 人当たり の年間支出額は4 9 万3 0 0 0 円

歳入総額から 歳出総額と 翌年度に繰り 越す事業のための

お金を 除く と 、 差し 引き は 23 億 1500 万円の黒字（ 令和

５ 年度に返還が必要と なる国庫・ 県支出金など５ 億 1900

万円を含む） と なり まし た。

今後も 規律ある財政運営を行っ ていく こ と で、 将来にわ

たっ て持続可能な財政運営を実現し ていきます。

■ ■ 一般会計の収支について

市税市税  　 　 　 　 　  825億9800万円（ 3 .1％増 ）

                             う ち、 下半期： 337億7600万円

市民税や固定資産税、 軽自動車税など

国庫支出金国庫支出金　       636億8800万円（ 10 .4％減 ）

                  　    う ち、 下半期： 435億1600万円

個別の事業ごと に、 国から 交付さ れるお金

地方交付税地方交付税         156億5900万円（ 4 .4％減 ）

                  　    う ち、 下半期： 45億7500万円

市の財政力に応じ て、 国から 交付さ れるお金

県支出金県支出金            149億2200万円（ 5 .4％増 ）

                  　    う ち、 下半期： 137億5600万円

個別の事業ごと に、 兵庫県から 交付さ れるお金

地方譲与税など地方譲与税など    146億4500万円（ 2 .6％減 ）

                  　    う ち、 下半期： 72億8400万円

地方譲与税、 地方消費税交付金など

市債市債                  72億0100万円（ 50 .9％減 ）

                  　    う ち、 下半期： 72億0100万円

公共施設の建設時などに借り るお金

その他その他                285億3300万円（ 36 .6％増 ）

                  　    う ち、 下半期： 188億4000万円

市有施設の使用料、 ボート レースから の収入など

民生費民生費　             1129億2500万円（ 3 .1％減 ）

                  　    う ち、 下半期： 691億9400万円

高齢者・ 障害者（ 児）・ 子ども子育て支援や生活保護など

総務費総務費　             254億1000万円（ 34 .6％増 ）

                  　    う ち、 下半期： 203億3900万円

市行政全般の管理事務や徴税、 戸籍事務など

公債費公債費　             236億9900万円（ 20 .3% 減 ）

                  　    う ち、 下半期： 111億5000万円

市が借り たお金の返済金

衛生費衛生費　             189億3400万円（ 1.1％増 ）

                  　    う ち、 下半期： 118億7800万円

保健所の運営、 ごみ収集・ 処理など

教育費教育費　             186億0400万円（ 5 .7％減 ）

                  　    う ち、 下半期： 119億8800万円

学校の運営・ 施設整備や、 図書館の運営など

土木費土木費　             162億5900万円（ 3 .3％増 ）

                  　    う ち、 下半期： 109億7200万円

道路や公園、 市営住宅の整備・ 維持管理など

その他その他　             83億7800万円（ 10 .8％減 ）

                  　    う ち、 下半期： 52億1100万円

産業振興や消防など
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100 万円未満を四捨五入。 かっ こ 内は前年度比。 市民１ 人当たり の収入・ 支出額は令和５ 年４ 月１ 日現在の推計人口（ 4 5万4 887 人） で算出
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類似の中核市

　 令和４ 年度の決算における 健全化判断比率を 算出する

と 、 実質公債費比率は 8 .5 ％、 将来負担比率は 1 9 .5 ％で

着実に改善し ています。 本市はいずれの指標も 早期財政健

全化基準を下回り まし たが、 類似の中核市の平均値と 比較

すると 高い状況にあるため、 今後も 引き続き将来負担の抑

制に努めていく 必要があり ます。

■ ■ 本市全体の財政状況指数

将来負担比率（ 将来に見込ま れる 負担の程度を 示す指標）実質公債費比率（ 借金返済額の程度を 示す指標）

類似の中核市
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まちの通信簿
令和４（ 2 0 2 2 ） 年度の状況を 報告

あまがさ きで子ども を育てる人を増やす

まちのこ と を想
お も

い、 活動する人を増やす

あまがさ きに住んで良かっ たと 思う 人を増やす

総合計画の進
し ん

捗
ち ょ く

状況を 測る指標の推移を 踏まえながら 、

まちづく り を総合的に評価し 、 １ 年間でどれだけまちづく

り が進んだのかを市民の皆さ んに分かり やすく お伝えする

ために、「 まちの通信簿」 を作成し ています。

こ こ では、 総合的なまちづく り の目標と その進

捗を測る指標について紹介し ます。

※１ こ の指標における「 フ ァ ミ リ ー世帯」は「 ５ 歳未満の子ども

がいる 世帯」と し ています。「 転出超過」と は転出が転入を 上回

る状態です

※２「 尼崎の魅力を 誰かに勧めたい」「 地域活動に参加し た

い」「 地域の支え手へ感謝し たい」と いう アン ケート の結果

を 総合的に数値化し たも のです　

◆フ ァ ミ リ ー世帯の転出超過数

3 78 世帯

基準・ 前年値
（ R03年）

317 世帯

現在値
（ R04年）

18 9 世帯

目標値
（ R09年）

◆市民参画指数

全国的に人口減少が進行する 中、 選ばれ続ける ま ち である

た めには、 市民の本市に対する 満足度が何よ り 大切で す。
そのため、 居住地と し てのまち の評価を 測る 「 市民の実感」

の視点と し て、「 尼崎市に住んで良かっ た」 と 感じ ている 人

の割合の向上を 目指し ます

【 ポイ ン ト 】 令和４ 年度の市民意識調査では、「 尼崎市に住

んで良かっ た」 と 感じ ている 市民の割合は高水準かつ前年

度よ り 上昇し まし た

◆「 尼崎市に住んで良かっ た」 と 感じ ている市民の割合

まちの通信簿

フ ァ ミ リ ー世帯の転出超過傾向※１ は、 本市の最重要課題の

１ つです。 その原因である 教育や治安・ マナーの向上など に
総合的に取り 組み、 まずはその転出超過世帯数の半減を目指

し ます

【 ポイ ン ト 】 令和４ 年のフ ァ ミ リ ー世帯の転出超過数は前年

よ り 改善し ま し た。 単身・ ２ 人世帯がフ ァ ミ リ ー世帯にな

っ ても 住み続けたいと 感じ ても ら える よ う なま ち づく り を

進める こ と が必要です

ま ち の課題を 解決し 、 魅力を 高める ためには、 ま ち に愛着
を 持ち 、 まち づく り に参画する 人を 増やすこ と が大切です。

そこ で、 地域推奨意欲・ 地域活動意欲・ 地域活動感謝意欲の

３ つを 組み合わせた市民参画指数※２ の向上を 目指し ます

【 ポイント 】 令和４ 年度の市民参画指数は前年度と 比べ上昇し

まし た。 アンケート で各意欲が「 低い」 と 回答し た人から は、
「 人に勧めるほど の魅力ではない」「 忙し く て参加でき ない」

「 活動し ている人を知ら ない」 などの理由が挙がり まし た
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※臨時財政対策債や災害復旧債などの

基本的に発行すること が前提となるもの

5 年間で

1 7 5 億円

増加
市の貯金に当たる基金の残高は増加傾向にあ

り ます。 また、 市の借金に当たる市債のう ち目

標管理対象分については、 行財政改革計画「 あ

まがさ き 『 未来へつなぐ 』 プロジェ ク ト 」 の目

標である 1 100 億円以下を達成し まし た。

■ ■ 基金（ 貯金）と 市債（ 借金）の残高 基金の残高は
増加傾向

市債の残高は
着実に減少

債権 重要物品 出資金 有価証券 土地

3 6 億1 1 9 1 万円 9 0 億5 8 万円 1 3 9 億1 4 6 2 万円 3 6 0 万円 3 ,8 5 7 ,4 0 2 .5 5 ㎡

建物 地上権など 商標権 一時借入金（ 一般会計） 一時借入金（ 特別会計）

1 ,7 5 6 ,9 4 7 .3 9 ㎡ 2 ,8 5 5 .3 7 ㎡ ８ 件 なし なし

■ ■ 市有財産などの状況

令和５ 年３ 月 31 日現在、 本市が所有し ている財産や一時借入金などの状況は表の通り 。


